
～小松市制 80 周年を迎えて～ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市制施行 昭和 15年 12月 1日 
小松町，安宅町，牧村，板津村 

白江村，苗代村，御幸村，粟津村 

第１期 
昭和 30年４月１日 

第１次編入合併 

矢田野村，那谷村，月津村(字柴山

は片山津町へ) 

第２期 
昭和 30年４月１日 

第２次編入合併 
中海村 

第３期 
昭和 31年９月 30日 

第３次編入合併 
新丸村，金野村，西尾村，大杉谷村 

第４期 
昭和 31年９月 30日 

第４次編入合併 
国府村(古河・里川地区) 

第 250号 

令和 2年 1月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

《小松市制の発足》 

 昭和 15年(1940)12 月１日，小松町，安宅町，牧村，板津村，白江村，苗代村，御幸村，粟津村の 2 町 6 ヵ村

が合併して小松市が誕生しました。その背景には，国防国家を建設するための基礎強固な自治体の結成が目的と

してあり，都市計画の推進，工場誘致，食糧増産，商工会議所の設置，道路運輸施設の充実などを目指しました。

初代市長には，小松町長であった山口又八が就任し，翌年４月に，祝賀会を開催。この時に，「大小松｣を謳った

『小松市歌』(上記参照)が披露され，市民の間では，児童，生徒の旗行列や提灯行列が行われました。市制の実施に

伴い，町名変更も行われ，泥町は大川町，塗師屋町は上寺町，高堂新は高松町，勘定は東山町，鶴ヶ島・鍛冶・

中野は鶴ヶ島町と改称されました。こうして小松市は，全国で 176番目の市の誕生となりました。 

 

４次にわたる合併・編入地図 

小松市歌は，小学校５・６年生による連合運動会で，

女子全員によるマスゲームの中で，伴奏として使われ

ました。昭和 40年代で運動会も中止となり，現在は

成人式の場で歌われています。 

《昭和の大合併・編入》 

 現在の小松市域は，市制発足から 16年の

長い歴史を掛け，４次にわたる紆余曲折を

経て，昭和の大合併，編入が成立しました。 

 その成り立ちの過程には，地域住民との

市側，県側との激しい攻防がありました。 

第一次編入では，那谷村を巡って，住民投票にまで発展しました。

二次以降では，中海村，国府村の合併で，住民希望とのずれから，

村会議が紛糾し，一転二転しました。この難題を乗り越え，昭和 31

年の編入によって，面積 377 平方キロメートル，人口 88,737 人と

なり，小松市は人口・面積共に県下２番目の自治体となりました。 

 

 明けましておめでとうございます。いよいよ東京オリンピックイヤーの幕開けです。そして，2020年は小松市

にとっても，市制 80周年という記念の年でもあります。また，令和最初のお正月でもあり，新たな第一歩を踏み

出すには，こうした記念イヤーは絶好のチャンスですね。 

 市史編纂事業でも，市制 80周年の記念事業として，この 80年を振り返る『近現代編』が，来年度に発刊予定

です。それにちなみ，図書館でも，｢小松市のあゆみ｣を，館蔵本や史料から紹介する企画を計画しています。 

この｢へんさんだより｣でも，その一端をご紹介し，皆さんと共に，小松市がたどって来た道を振り返りたいと

思います。今年も 1年，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 



 

第 91 回 ３月  ８日(日) 『古文書を読んでみよう』 

        武家(藩主)・寺院・町方(海運)文書の他，近代も含めた様々な古文書を読む 

第 92 回 ３月 14 日(土) 『地方文書を読む』 

        能洲郡奉行を勤めた神保家文書から，当時の村の様相を見る 

第 93 回 ３月 22 日(日) 『武家文書を読む』 

        割場付留書役を勤めた新保家文書を中心に，武家文書を読み解く 

        ※ ｢割場｣とは諸々の雑務(警備・掃除・藩主のお供など)を足軽に割り当てる役所 

          ｢割場留書役｣とは割場に関わる各種の書類を作成，整理，保存する役のこと  

 

      ★ 講 師  袖吉 正樹（金沢市立玉川図書館・小松市史専門委員） 

★ 時 間  午後 2 時～４時  

★ 会 場  公会堂１階第１･２会議室 

★ 受講料  無料 

★ 申込み  事前予約が必要 (事務局まで) ／ 当日参加も可能 

＜１月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金）／９：00～17：00（土）  

＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

第 91･92･93 回 市史講座 古文書講座 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

12/29 12/30 12/31 １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 11 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

 

＜事務局 1月の活動状況＞ 

・ 1月  9 日(木) 波佐谷遺跡実測調査(東京国博) 

・ 1月 26日(日) 通史(近世)部会 

＜事務局 12月の活動状況＞ 

・12月 １日(日) 小松町関係記事調査(県立図書館) 

・12月 14日(土) 通史(生活文化)部会 

・12月 21日(土) 赤瀬町町有文書目録作成 

・12月 21日(土) 小松町会議案・町報資料調査 

・12月 22日(日) 考古部会 

 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

